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地図　市指定駐車場の所在地

　市は、市政への市民参画や協働によるまちづくりのた
め、市民アンケートを毎年行っています。昨年８月に行っ
た調査の主な結果をお知らせします。なお、全４テーマ
28問の調査結果は、市役所本庁舎別館６階の広聴広報
課や各支所、各図書館などで閲覧できるほか、市公式
ホームページにも掲載しています。
【問】広聴広報課☎626-7517　【広報ID】1029594

どのような目的で図書館や図書室を利用しますか。（複数回答）

盛岡の特産物を活用した創作メニューを提供する飲食店「盛岡
の美

う
味
ま
いもんアンバサダー」を知っていますか。盛岡産農畜産物を意識して購入していますか。

図書館がもっと魅力的な施設になるには、どのようなサービス
を充実させると良いと思いますか。（複数回答）

【調査について】
　市内在住の18歳以上の人の中から、3000人を無作為で選び、アン
ケート調査票を送付。39.9㌫に当たる1196人から回答をいただきま
した。回答者の性別と年代別の比率は右のグラフのとおりです。
※端数処理や複数回答の設問があるため、それぞれの割合の総計が100にな
らない場合があります
※複数回答の設問は、回答数の多かった選択肢５つを掲載しています
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図書サービスについて 　担当：市立図書館☎661-4343

食と農について 　担当：食と農の連携推進室☎626-2270

環境意識について 　担当：環境企画課☎626-3754

市指定駐車場の

　これからの時期、内丸の市役所裏の駐車場は、市・県民税
の申告や住所異動の手続きなどで大変混み合います。市役所
にお越しの際は、市指定駐車場（地図の 印）を利用すると、
混雑が少なくて便利です。
　市役所の用務先に駐車券を持参し、確認印と所定時間分の
無料券の交付を受けてください。
　なお、身体障がい者用駐車場は市役所本庁舎本館正面に設
けていますのでご利用ください。

市役所が混み合う時
期

ご利用を 【問】管財課☎626-7507
【広報ID】1011846

本を借りる、調べ物をするといった本来の役割だけでなく、図
書館では読み聞かせや科学談話会など、幅広い人に向けたイベン
トを定期的に開催しています。より多くの人に図書館を利用して
もらうため、今後はさらにイベントの内容や周知を工夫していき
ます。

担当課から

利用者の期待に応える本を収集するとともに、郷土資料を始め
とした市民の皆さんに読んで欲しい本を効果的に紹介して、本に
親しむ機会を増やしていきます。
また、誰もが利用しやすい施設を目指して、大規模改修を予定
している市立図書館では、施設のバリアフリー化に取り組みます。

担当課から

「店先で見かけたら購入している」が一番高い結果となり、
「盛岡産」と明記されていることが商品を選ぶ理由になっている
ことが分かりました。盛岡産であることを積極的に表示すること
で、地産地消の推進につながると考えられます。

担当課から

創設から３年目の「盛岡の美味いもんアンバサダー」制度の認
知度は27.6㌫。しかし、制度を知らなくても関心を持っている
人は半数近くいます。より多くの人に知ってもらうためのＰＲと、
認定店を充実させる取り組みをさらに強化していきます。

担当課から

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

  31.7％話題性のある本を増やす 

  22.1％新聞・雑誌の種類を増やす 

  20.5％子ども連れでも利用しやすくする 

  19.7％高齢者、障がい者が利用しやすくする 

  19.4％無線LANでパソコンが使える 

意識して購入した
ことはない

1.3%無回答

39.7%

17.1%

日頃から積極的に
購入を心掛けている

店先で見かけたら
購入している

41.9％

知っていて、店に
行ったことがある

無回答

知らないし
関心がない

知らないが店に
行ってみたい

22.4％

5.2％

49.7％

21.7％

1.0％

知っているが店に
行ったことがない

地域コミュニティについて 　担当：市民協働推進課☎626-7532

住民によって組織された団体が行う地域活動に、どのくらいの
頻度で参加していますか。

お住まいの地域の団体で、役員の担い手不足や高齢化などの
課題がある場合､どのような方法で解決できると思いますか。
（複数回答）

定期的に活動に参加している人は全体の45.7㌫。多くの団体
では地域活動の担い手不足や高齢化が課題となっています。活動
事例の紹介や地域づくり講座など、地域コミュニティに関心を持
ってもらうための活動に取り組んでいきます。

担当課から

活動の見直しに関する意見が多く、役員の負担を減らすことや
誰もが無理なく参加しやすい環境づくりが重要と考えられます。
働く世代や子育て世代が、将来にわたって地域とのつながりを維
持できるような活動のあり方を共に考えていきます。

担当課から
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環境に関する活動で参加したいと思っていることは何ですか。
（複数回答）

地球環境のために日常生活で行っていることは何ですか。
（複数回答）

10年前の調査結果と比べて、ごみの分別や節水、節電を心掛け
る人の割合がいずれも10㌫程度増えています。長年にわたり市民
の皆さんと共に取り組んできた成果が反映された結果になりました。
今後も無理なく生活に取り入れられる工夫をお知らせしていきます。

担当課から

まちをきれいにする活動や緑化活動など、住環境に関連した活
動に高い関心が寄せられています。市が開催する環境学習講座を
始めとして、今後も皆さんにより興味を持ってもらえるイベント
を企画し、環境活動への参加の機会を増やしていきます。

担当課から
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